第二回会合
四月二十一日土曜日
今後の方針について　於東京大学駒場キャンパス
出席者
　市野康仁　大江弘之　二宮周蔵　三森遼太
主導　大江弘之
書記　二宮周蔵
１．会名
主導
「現代研究会」発議

全会一致にて採択
英語その他の言語による名称の保有の方針を確認し、具体的名称については今後の課題とする。
２．活動頻度
主導
各会員の休日が主として土日であり、アルバイト、サークル等を考慮すれば月一回または二回程度が妥当と思われる。
月二回では多忙に過ぎ、月一回では回数に不足を生じる。
質問、異議なし
３．活動内容

主導
議論、輪読その他何を行うにせよ、各会員の主体的参画が活動成立の要件である。
これを踏まえ、
Ⅰ．特定テーマの指定と複数責任者による分担講義
Ⅱ．一人ずつの持ち回りによる各会員任意の主題、形式による発表、及び全体の議論
が考えられるが、第Ⅰ案を選択した場合、各自の主体性担保並びに各員の負担格差対策、或いはそもそも管掌分担、発表進行の方法論について疑問なしとしないことから、第二案を提議する。第二案においては主題設定から発表形式に至るまで全く任意となることから前述の諸問題を回避する事が可能であり、のみならず、発表が会合の根幹を為し発表無くして会合が成立しない以上各員の主体的参加を期待し得、また各員が「主体的参画」を実践的経験として理解する機会が提供される。
これと併せて、全員の発表者としての参加を期すためには、開催頻度は月二回が望ましい。
市野氏
月一回のみではだれてしまうことも考えられる。同意する。
主導補足
正直に言って、最初の半年は実験、実証期間と考えてよかろう。
但し、これは活動の成果を希求しないことを意味しない。
本会は単に久闊を叙す場ではなく、主体的活動の機関であり、その確立を期す。
市野氏
活動理念について。
主導応答
また後ほど。
４．発表主題探索
主導

各人の好むテーマでやれば良く、無制約である。
個人的例を挙げるならばTIME等となろうか。
５．活動場所
主導
場所特定の必要を認めず。東京圏を順次巡回する。長期休業期間には千葉、ＳＦＣ等に足を伸ばす事を検討する。
三森氏
日大飯田橋キャンパスについては情報を持ち合わせていない。大宮は不可。
主導
大宮はもとより考慮の外。
６．websiteについて
主導
現在Wikiを活用しホームページを整備中であり、これは編集権の共有によって各会員の主体的参画を期せんがためである。
三森氏
メンバー紹介に際しての実名公開には疑問なしとしない。
以後二三の意見交換
結論
受験と語学については、考察、議論はホームページ上では避け、情報掲載に特化する。
また分野を問わず、各自必要と思われる情報を管理者（大江氏）の指定する枠組みに則って各自の自主性と責任の下に掲載（ページ作成）する。内容について相互検閲し、適格性を担保する。
以上より責任所在明確化の必要上、メンバー登録を義務とし（仮名を認める）、非登録者による改編は即刻原状回復する。
７．活動理念
議論紛々
結論
思想相対化に充分なる教養、視座の涵養を主題に据えつつ、議論の前提たる基礎的知識の獲得を期す。
また同時に、知的好奇心或いはそれに伴う興奮等、知に関する原初的感情の共有と波及、さらにそれを機軸とする、提示された一主題に関する各視点からの考察成果の形成を図る。
８．ロゴ
継続協議
９．今後の活動
結論
回収せるアンケート等に鑑み、土曜日を主として活動にあてる。
各会員は常時website上に発表主題を掲載、発表回に備え指定前より研究を進め、能うならばストックを形成すること。（各自の大学でのレポート等と主題が重複しても、内容に面白味がある限り構わない）
次回会合
日程　甲案　五月二日水曜日午後六時半より
　乙案　五月三日から六日の望ましい時間帯
　丙案　五月十二日土曜日午後一時から午後四時頃（具体的時刻は流動的）
　丁案　第三回会合放棄、第四回会合二十六日まで会合なし
場所　出席者所属大学中より選考、最終選択肢駒場
内容　Ⅰ．出席人数によっては大学情報交換
　Ⅱ．大江、二宮、三森三者いずれか一名以上二名以下による発表（大江氏確定）
１０．各会員の当座の所要事項
Ⅰ．メンバー紹介登録
Ⅱ．研究発表主題掲載、調査開始
